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菊
池
氏
の
活
躍
を
支
え
る
者

│
使
者
、
八
幡
宗
安
の
活
躍
│

武　

田　

昌　

憲

　
　
　

は
じ
め
に

　

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
年
）
三
月
十
三
日
、
菊
池
氏
に
よ

る
鎮
西
探
題
へ
の
攻
撃
、
す
な
わ
ち
博
多
合
戦
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
同
盟
軍
の
大
友
・
少
弐
の
離
反
で
菊
池
軍
は

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
の
は
歴
史
上
で
も
名
高
い
。
そ
の

合
戦
直
前
に
、
使
者
と
し
て
大
友
・
少
弐
の
間
を
往
来
し
、

最
期
に
は
討
た
れ
て
し
ま
う
菊
池
氏
の
家
臣
が
い
た
。『
太
平

記
』
で
は
た
ま
た
ま
八
幡
弥
四
郎
宗
安
と
出
て
い
る
だ
け
で
、

特
に
人
名
を
出
さ
な
く
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
関

係
者
か
ら
す
る
と
、
人
命
が
記
さ
れ
る
だ
け
で
も
名
誉
の
記

事
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
背
景
を
少
し
、
探
っ
て
み
た
。

　
　
　

使
者　

八
幡
宗
安

　

鎌
倉
幕
府
打
倒
の
戦
乱
の
さ
な
か
、
九
州
で
も
討
幕
の
動

き
が
加
速
さ
れ
た
。

中
で
も
肥
後
国
の
菊
池
氏
の
動
き
が
活
発
化
。
九
州
の
有
力

大
名
、
少
弐
氏
と
大
友
氏
と
協
力
し
て
鎮
西
探
題
を
討
つ
約

束
を
し
て
い
た
。
が
、
い
ざ
、
挙
兵
を
促
す
と
、・
・
・

『
太
平
記
』
巻
十
一
「
筑
紫
合
戦
九
州
探
題
の
事
」（
西
源
院
本
・

兵
藤
裕
己
校
注　

岩
波
文
庫
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

　

か
ね
て
の
約
諾
に
任
せ
て
、
少
弐
、
大
友
が
も
と
へ

事
の
由
を
ぞ
触
れ
た
り
け
る
。

　

大
友
は
、
天
下
の
落
去
未
だ
い
か
な
る
べ
し
と
も
見

定
め
ざ
り
け
れ
ば
、
分
明
の
返
事
に
及
ば
ず
。
少
弐
は

ま
た
、
そ
の
比
、
京
都
の
合
戦
に
六
波
羅
常
に
勝
に
乗

る
由
を
聞
い
て
、
己
が
咎
を
補
は
ん
と
や
思
ひ
け
ん
、

日
頃
の
約
を
変
じ
て
、
菊
池
が
使
ひ
八
幡
弥
四
郎
宗
安

を
討
つ
て
、
そ
の
頸
を
探
題
の
方
へ
ぞ
出
だ
し
け
る
。

菊
池
入
道
、
大
き
に
怒
つ
て
、「
日
本
一
の
不
覚
人
ど
も
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を
憑
ん
で
、
こ
の
一
大
事
を
思
ひ
立
ち
け
る
こ
そ
越
度

な
れ
。
よ
し
よ
し
、
其
の
人
々
の
与
力
せ
ぬ
軍
は
せ
ら

れ
ぬ
か
」
と
て
、
三
月
十
三
日
の
卯
刻
に
、
わ
づ
か
に

百
五
十
騎
に
て
、
探
題
の
館
へ
ぞ
押
し
寄
せ
け
る
。

　

鎮
西
探
題
の
動
き
を
悟
っ
た
菊
池
は
、
内
諾
の
と
お
り
、

少
弐
と
大
友
に
挙
兵
を
伝
え
る
。『
太
平
記
』
諸
本
で
は
、
使

い
の
者
は
、八
幡
弥
四
郎
宗
安
で
あ
る
。
大
友
と
の
交
渉
で
は
、

大
友
か
ら
協
力
の
返
事
は
も
ら
え
ず
、
少
弐
に
い
た
っ
て
は
、

菊
池
の
使
者
の
八
幡
弥
四
郎
本
人
が
う
た
れ
て
し
ま
い
、
証

拠
と
し
て
八
幡
の
首
を
探
題
に
差
し
出
し
て
し
ま
う
。
完
全

に
探
題
方
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

　
『
博
多
日
記
』（
岡
見
正
雄
校
注　

角
川
文
庫『
太
平
記
』（
１
）

付
録
）
で
は
、
八
幡
宗
安
の
活
躍
は
三
月
二
十
三
日
の
記
事

に
載
る
。

　

そ
の
前
の
記
事
か
ら
記
す
と
、

「
正
慶
二
年
三
月
十
一
日
、
肥
後
国
菊
池
二
郎
入
道
寂
阿

博
多
ニ
付
キ
畢
ル
。
同
十
二
日
出
仕
之
時
遅
参
之
間
、

不
ル
レ
可
カ
ラ
レ
付
ク
二
着
到
ヲ
一
之
由
、
侍
所
下
広
田

新
左
衛
門
尉
ト
問
答
之
間
、
及
ビ
二
口
論
ニ
一
畢
ル
。
同

十
三
日
刀
（
寅
）
時
、
博
多
ノ
中
所
々
ニ
付
ケ
レ
火
ヲ
焼

キ
払
フ
。
寂
阿
ガ
築
州
、
江
州
ニ
立
テ
二
使
者
ヲ
一
申
シ

云
フ
。
宣
旨
ノ
使
ニ
罷
リ
向
ヒ
候
、
急
ギ
可
キ
レ
有
ル
二

御
向
ヒ
一
之
由
触
レ
廻
ル
。
築
後
入
道
ハ
、
堅
糟
ニ
テ
此

ノ
使
二
人
ガ
頸
ヲ
切
リ
、
十
三
日
夕
方
被
ル
レ
進
ゼ
二
匠

作
ノ
方
ニ
一
。
江
州
ハ
可
キ
二
打
止
ム
一
之
由
被
ル
レ
仰
セ

之
間
、
彼
ノ
使
逐
電
シ
畢
ル
。

　

寂
阿
（
菊
池
武
時
）
が
築
州
（
少
弐
妙
恵
）、
江
州
（
大
友

具
簡
）
に
宣
旨
の
使
者
を
派
遣
す
る
も
、
少
弐
は
二
人
の
使

者
の
首
を
と
り
匠
作
（
探
題
北
条
英
時
）
に
進
呈
す
る
。
が
、

大
友
の
方
は
討
ち
と
ど
め
よ
う
と
し
た
が
、
逐
電
さ
れ
て
し

ま
っ
た
と
あ
る
。
地
元
、
熊
本
県
山
鹿
市
の
熊
入
り
温
泉
の

伝
説
で
は
、
こ
の
時
、
大
友
が
打
ち
漏
ら
し
た
使
者
こ
そ
が

八
幡
弥
四
郎
の
よ
う
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
合
戦
後
の
二
十
三
日
の
記
事
。

「
同
日
院
宣
所
持
ノ
仁
、
八
幡
弥
四
郎
宗
安
ト
云
フ
物
被

レ
切
ラ
レ
頸
ヲ
。
即
チ
被
レ
レ
懸
ケ
畢
。
銘
ニ
云
フ
、
先
帝
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ノ
院
宣
所
持
ノ
人
八
幡
弥
四
郎
宗
安
ノ
頸
ト
云
々
。
此

レ
ハ
去
ル
廿
日
御
所
ノ
陣
内
ニ
シ
テ
院
宣
ヲ
大
友
殿
ニ

奉
ル
レ
付
ケ
之
間
、
即
チ
召
二
捕
ル
ト
之
ヲ
一
云
々
。
院

宣
六
通
帯
二
持
ス
之
ヲ
一
。
大
友
、
筑
州
、
菊
池
、
平
戸
、

日
田
、
三
窪
、
い
上
六
通
云
々
。」

　

後
醍
醐
天
皇
の
院
宣
を
六
通
、
そ
れ
ぞ
れ
大
友
（
豊
後
国
）、

筑
州
（
少
弐
・
筑
前
国
）、菊
池
（
肥
後
国
）、平
戸
（
肥
前
国
）、

日
田
（
大
隅
国
か
、
同
書
に
大
隅
国
御
家
人
日
田
肥
前
権
守

入
道
が
載
る
）、
三
窪
（
薩
摩
国
か
）
に
届
け
る
た
め
に
活
動

し
て
い
た
八
幡
が
、
大
友
の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、
そ
の
ま
ま

召
し
取
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
院
宣
は
六
通
以
外
に

も
、
す
で
に
有
力
武
士
何
人
か
に
手
渡
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
鎌
倉
幕
府
・
鎮
西
探
題
か
ら
す
れ
ば
八
幡
は
も
っ

と
も
厄
介
な
存
在
だ
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
戦
い
は
、
菊
池
が
大
友
・
小
弐
に
事
前
に
知
ら

せ
る
こ
と
な
く
探
題
館
を
討
て
ば
勝
利
は
得
ら
れ
た
は
ず
で

あ
る
。『
太
平
記
』
で
は
探
題
北
条
英
時
が
菊
池
に
追
い
込
ま

れ
、
自
害
直
前
ま
で
来
た
と
き
、
少
弐
・
大
友
の
大
軍
六
千

騎
が
救
援
に
駆
け
つ
け
菊
池
の
背
後
を
襲
い
、
探
題
の
窮
地

を
救
う
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
菊
池
の
悲
劇
と
い
う
し
か
な

い
。

　
　
　

地
元
の
伝
説

　

熊
本
県
山
鹿
市
は
県
内
有
数
の
温
泉
郷
と
し
て
知
ら
れ
る
。

『
保
元
物
語
』
で
も
活
躍
す
る
、
宇
野
七
郎
親
治
が
こ
の
地
に

配
流
さ
れ
た
と
き
、
山
奥
に
鹿
が
湯
に
浸
か
る
の
を
見
て
、

温
泉
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
山
鹿
温
泉
の
名
が
つ
い
た
と
い

わ
れ
る
（『
山
鹿
市
史
』
上
巻
、
昭
和
六
十
年
）。
そ
の
隣
に

八
幡
弥
四
郎
宗
安
の
見
つ
け
た
熊
入
り
温
泉
が
あ
る
。

　

熊
入
温
泉
の
由
来
に
は
以
下
の
よ
う
に
掲
げ
て
い
る

「
当
温
泉
は
人
皇
九
十
五
代
花
園
天
皇
の

御
世
（
六
八
三
年
前
）
隈
入
城
（
龍
爵
城
）

主
八
幡
弥
四
郎
宗
安
の
発
見
に
由
る
も
の

で
あ
る
。
宗
安
は
菊
池
公
に
仕
え
豪
強
を

以
っ
て
聞
こ
え
菊
池
武
時
公
北
条
英
時
を

博
多
に
攻
む
る
に
当
り
宗
安
の
強
勇
に

し
て
忠
誠
な
る
を
以
っ
て
選
ば
れ
元
弘
二
年

（
六
三
四
年
前
）
三
月　

後
醍
醐
天
皇
の
命
を
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承
け
菊
池
少
貮
大
友
以
下
六
人
に
賜
わ

っ
た
勅
書
を
奉
じ
大
友
貞
宗
の
館
に
使

し
た
る
に
約
に
背
き
た
る
大
友
の
た
め
に

欺
捕
さ
れ
重
き
刀
傷
を
負
い
遂
に
武
勇
を

戦
場
に
揮
う
こ
と
能
わ
ず
辛
う
じ
て
帰
城
し

こ
の
出
で
湯
で
治
癒
し
た
と
言
わ
れ
る

そ
の
由
来
に
因
り
子
孫
が
大
衆
の
た
め
に

浴
場
を
開
き
以
来
幾
多
の
栄
枯
盛
衰
を

克
服
し
今
日
の
熊
入
温
泉
に
至
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
吉
日
」

（
熊
入
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
温
泉
の
由
来
」
に
よ
る
）

　

九
州
で
の
討
幕
戦
の
最
初
の
記
事
に
、
八
幡
宗
安
の
活
躍

が
記
せ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
の
人
々
の
誇
り
と
な
っ
た
こ
と

だ
と
思
わ
れ
る
。

　

大
友
氏
へ
使
者
と
し
て
向
か
っ
た
八
幡
は
、
大
友
に
討
ち

と
ら
れ
そ
う
に
な
り
、
重
傷
を
負
い
な
が
ら
も
辛
く
も
生
還

で
き
、
自
分
が
発
見
し
た
熊
入
り
の
湯
で
戦
傷
を
癒
し
、
再

び
院
宣
の
使
い
と
し
て
出
か
け
、
つ
い
に
三
月
二
十
日
に
捕

ら
え
ら
れ
て
、
二
十
三
日
に
斬
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
み
る

こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
三
月
二
十
日
に
大
友
に
捕

ま
っ
た
と
し
な
が
ら
も
抜
け
出
て
、
熊
入
り
に
戻
っ
た
と
も

想
像
で
き
る
が
、こ
の
場
合
、さ
ら
さ
れ
た
頸
の
問
題
が
残
る
。

偽
頸
ま
で
考
え
る
と
考
え
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
、

八
幡
は
先
帝
・
後
醍
醐
天
皇
の
宣
旨
を
九
州
に
も
た
ら
し
た

忠
臣
の
一
人
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、『
太
平
記
』
で
簡
単
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
読
み
飛
ば
し
て
し
ま
い
、
次
の
博
多
合
戦
や
、

菊
池
親
子
の
別
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
袖
ケ
浦
の
別
れ
」
に
目
が

向
き
そ
う
で
あ
る
が
、
地
元
で
の
扱
い
は
想
像
以
上
の
も
の

で
あ
る
。

　

現
在
で
も
、八
幡
弥
四
郎
宗
安
の
子
孫
の
方
（
三
森
、中
原
、

船
津
、
永
田
）
が
、
温
泉
を
維
持
さ
れ
て
い
る
。
効
能
の
最
た

る
も
の
に
、外
傷
性
諸
障
害（「
鹿
本
郡
誌　

全
」昭
和
四
九
年
）

が
あ
る
。
八
幡
が
自
分
の
本
拠
地
で
刃
傷
を
癒
せ
た
伝
説
も

首
肯
で
き
る
だ
ろ
う
。
熊
入
り
城
（
隈
入
城
・
龍
爵
城
）
は

八
幡
の
居
城
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
辺
り
を
支
配
す
る
に

は
適
地
で
あ
る
。
江
戸
期
は
湯
治
場
と
し
て
繁
栄
し
た
。
地

名
と
し
て
は
、
熊
入
り
村
等
が
合
併
し
て
、
八
幡
村
が
一
時

存
在
。
八
幡
地
区
に
市
立
八
幡
小
学
校
が
あ
る
。
同
市
杉
に

あ
る
日
輪
寺
は
菊
地
武
時
が
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
に
再
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興
し
た
と
さ
れ
、武
時
の
供
養
塔
や
武
時
の
娘
（
了
心
素
覺
尼
）

の
墓
も
あ
る
。
八
幡
の
命
日
に
は
供
養
す
る
と
い
う
。

　
『
太
平
記
』
に
名
前
が
記
さ
れ
た
の
も
、「
太
平
記
」
作
者

や
菊
池
氏
と
の
深
い
つ
な
が
り
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
だ
ろ

う
。
地
元
か
ら
菊
池
氏
へ
、
菊
池
氏
か
ら
太
平
記
作
者
へ
記

事
の
提
供
な
ど
も
想
像
し
て
見
る
と
面
白
い
。
お
そ
ら
く
『
博

多
日
記
』
の
よ
う
な
記
事
か
ら
再
構
成
し
て
、
博
多
合
戦
後

の
八
幡
の
最
後
を
博
多
合
戦
前
の
、
菊
池
武
時
の
怒
り
の
発

露
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

使
者
と
し
て

　
『
太
平
記
』
の
こ
の
九
州
探
題
討
伐
の
段
を
見
み
る
と
、
使

者
の
登
場
が
目
立
つ
こ
と
に
気
づ
く
。

　

使
者
を
殺
め
て
、
鬱
憤
、
仕
返
し
の
対
象
と
す
る
、
気
の

毒
な
対
象
で
あ
る
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
使
者
と
し
て
送
り

出
さ
れ
る
こ
と
だ
け
で
も
武
士
の
本
懐
・
名
誉
な
こ
と
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
菊
池
が
鎮
西
探
題
討
伐
に
失
敗
し
て
か
ら
、
世
間

の
情
勢
が
宮
方
優
勢
に
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
部
分
、天
正
本『
太
平
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・

小
学
館
）
で
は
、

　

さ
て
も
少
弐
・
大
友
が
今
度
の
振
る
舞
ひ
人
に
あ
ら

ず
と
。
天
下
の
人
口
に
悪
み
謷
ら
れ
な
が
ら
、
暗
知
ら

ず
し
て
世
間
の
様
を
聞
き
居
た
り
け
る
程
に
、
五
月

十
七
日
両
六
波
羅
責
め
落
さ
れ
、
千
早
の
寄
手
も
南
都

へ
引
き
退
き
ぬ
と
聞
え
し
か
ば
、
少
弐
入
道
、「
こ
は
い

か
が
す
べ
き
」
と
仰
天
す
。
思
案
の
内
に
、「
さ
ら
ば
探

題
を
誅
ち
奉
つ
て
、
我
が
身
の
咎
を
助
か
ら
ば
や
」
と

思
ひ
け
れ
ば
、
ま
づ
菊
池
肥
後
守
と
大
伴
入
道
が
許
へ

使
者
を
遣
つ
て
相
語
ら
ふ
に
、
菊
池
肥
後
守
思
ひ
け
る

は
、
同
心
の
体
に
て
、
先
の
様
に
出
し
抜
い
て
、
怨
を

報
ぜ
ん
と
思
ひ
け
る
が
、
い
や
い
や
そ
れ
ま
で
も
怺
へ

か
た
し
、
こ
こ
こ
そ
以
前
の
憤
り
を
散
ず
る
と
こ
ろ
な

れ
と
て
、
少
弐
が
使
を
食
し
取
り
て
首
を
斬
り
、「
探
題

を
誅
ち
給
ふ
は
、
そ
の
戦
場
に
て
見
参
す
べ
し
」
と
返

事
し
て
、
父
の
最
後
の
鬱
憤
を
し
ば
ら
く
散
じ
ぬ
と
悦

ん
で
、
嘲
る
事
限
り
な
し
。
大
友
は
、
我
も
咎
あ
る
物

な
れ
ば
、
か
く
し
て
も
や
助
か
る
と
、
堅
く
領
状
し
て

け
り
。



－ 6－

　

傍
線
部
分
が
天
正
本
の
独
自
記
事
で
、
西
源
院
本
は
「
菊

池
は
先
に
懲
り
て
、
耳
に
も
き
き
い
れ
ず
。」
と
記
す
だ
け
で

あ
る
。
使
者
の
安
否
は
記
さ
な
い
。
天
正
本
の
菊
池
の
少
弐

に
対
す
る
恨
み
は
、
使
者
の
首
を
と
る
く
ら
い
、
深
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
探
題
の
北
条
英
時
も
少
弐
の
動
静
が
気
に
な
り
、

使
者
と
し
て
長
岡
六
郎
を
送
る
。
長
岡
六
郎
に
つ
い
て
は
「
福

岡
県
筑
紫
野
市
（
筑
前
国
御
笠
郡
長
岡
郷
）
の
武
士
」（
西
源

院
本
『
太
平
記
』・
岩
波
文
庫
１
８
６
ペ
ー
ジ
中
に
よ
る
）
説

が
あ
り
、
八
幡
弥
四
郎
の
よ
う
に
地
元
の
伝
説
が
眠
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

長
岡
六
郎
の
最
後
は
以
下
の
よ
う
に
『
太
平
記
』（
西
源
院

本
）
に
永
遠
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

英
時
、
少
弐
が
陰
謀
の
企
て
を
聞
い
て
、「
事
の
実
否

を
伺
ひ
見
よ
」
と
て
、
長
岡
六
郎
を
少
弐
が
も
と
へ
ぞ

遣
ら
れ
け
る
。（
中
略
）
新
少
弐
は
何
心
も
な
げ
に
出
で

合
ひ
た
り
。
長
岡
、
座
席
に
着
く
と
均
し
く
、「
ま
さ

な
き
人
々
の
謀
叛
の
企
て
か
な
」
と
云
ふ
ま
ま
に
、
腰

の
刀
を
抜
い
て
、
新
少
弐
に
飛
ん
で
懸
か
る
。
新
少
弐

も
、
あ
く
ま
で
早
き
者
な
れ
ば
、
傍
な
る
将
棋
の
盤
を

取
っ
て
、
突
く
刀
を
請
け
支
へ
、
長
岡
に
む
ず
と
組
ん

で
、上
を
下
に
ぞ
返
し
け
る
。
や
が
て
少
弐
が
郎
従
ど
も
、

あ
ま
た
走
り
寄
り
、
上
な
る
敵
を
三
刀
差
い
て
、
下
な

る
主
を
助
け
け
れ
ば
、
長
岡
、
本
意
を
達
せ
ず
し
て
、

忽
ち
に
命
を
止
め
て
け
り
。

　

使
者
の
最
期
の
記
述
が
、
そ
の
ま
ま
使
者
へ
の
供
養
に
な

る
気
持
ち
が
わ
か
る
場
面
で
あ
る
。

（
続
く
）


